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(57)【要約】
口腔健康管理方法およびシステムを開始する。本発明で
ある口腔健康管理システムは使用者が歯磨き矯正用歯ブ
ラシを用いて歯磨きするたびに歯磨きパターンを受信し
、受信された歯磨きパターンデータを使用者の歯磨きパ
ターンデータベースへ記録する。次に使用者の個人情報
を参照し、上記の記録された歯磨きパターンデータベー
スを分析し、分析結果より使用者の順応程度を判断する
。順応度の判断結果より、歯磨き矯正用マルチメディア
・コンテンツを選び、選択された歯磨き矯正用マルチメ
ディア・コンテンツを使用者に提供する。したがって使
用者の歯磨き習慣を矯正し、適時に歯科診療予約および
歯牙衛生機器の交替が可能であり、口腔関連保険料を正
確に算出できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者が歯磨き矯正歯ブラシを用いて歯磨きする度に歯磨きパターンデータを受信する
段階と；
　前記受信された歯磨きパターンデータを使用者パターンデータベースへ記録する段階と
；
　前記使用者の個人情報を参照し、前記記録されたデータを分析する段階と；
　前記分析された結果より使用者の順応程度を判断する段階と；
　前記順応程度の判断に応答して歯磨き矯正マルチメディア・コンテンツを選択する段階
と；
　上記の選択された歯磨き矯正マルチメディア・コンテンツを使用者に提供する段階と；
を備えることを特徴とする、口腔健康管理方法。
【請求項２】
　前記歯磨きパターンデータは、
　歯磨き時刻、時間、回数、角度、パターンおよび部位別歯磨き時間のうち少なくとも一
つ以上を含むことを特徴とする、請求項１に記載の口腔健康管理方法。
【請求項３】
　前記部位別歯磨き時間は、
　下側の前歯部位、下左側の奥歯部位、下右側の奥歯部位、上側の前歯部位、上左側の奥
歯部位および上右側の奥歯部位などを含むことを特徴とする、請求項２に記載の口腔健康
管理方法。
【請求項４】
　各前記部位は外側と内側とで区分することを特徴とする、請求項３に記載の口腔健康管
理方法。
【請求項５】
　前記使用者の個人情報は、
　年齢、性別、住所、職業、日程、個人病歴および歯の診療状況のうち少なくとも一つ以
上を含むことを特徴とする、請求項１に記載の口腔健康管理方法。
【請求項６】
　使用者が歯磨き矯正歯ブラシを使用することで生成される歯磨きパターンデータを受信
する段階と；
　前記受信された歯磨きパターンデータを使用者歯磨きパターンデータベースに記録する
段階と；
　前記使用者の個人情報を参照して前記記録された歯磨きパターンデータを分析する段階
と；
　前記分析された結果から使用者の歯科診療が必要かどうかを判断する段階と；
　前記歯科診療が要求される場合、診療病院および予約可能な時間情報を使用者に提供す
る段階と；
　前記提供された情報に応答して使用者が選択した病院および診療予約時間に使用者の診
療予約を処理する段階と；
を備えることを特徴とする、口腔健康管理方法。
【請求項７】
　使用者が歯磨き矯正歯ブラシを使うことで生成される歯磨きパターンデータを受信する
段階と；
　前記受信された歯磨きパターンデータを使用者歯磨きパターンデータベースに記録する
段階と；
　前記使用者の個人情報を参照し、前記記録された歯磨きパターンデータを分析する段階
と；
　前記分析された結果より使用者の歯牙衛生機器の交換時期を判断する段階と；
　前記歯牙衛生機器の交換時期であると判断されると使用者に適合した歯牙衛生機器の製
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品情報を提供する段階と；
　前記提供された製品のうち使用者が選んだ歯牙衛生機器の購買を行う段階と；
を備えたことを特徴とする、口腔健康管理方法。
【請求項８】
　使用者が歯磨き矯正用歯ブラシを使用した場合、転送された歯磨きパターンデータを受
信する段階と；
　前記受信された歯磨きパターンデータを使用者歯磨きパターンデータベースに記録する
段階と；
　前記使用者の個人情報を参照し、前記記録された歯磨きパターンデータを分析する段階
と；
　前記分析された結果から使用者の保険料率の上昇可能性を判断する段階と；
　前記判断より保険料率の上昇が予測されると使用者に警告を出す段階と；
　前記歯磨きパターンデータ分析および加入条件より順応度を算出する段階と；
　前記順応度に応答して保険料率を算出する段階と；
　前記算出された保険料率を使用者に提供する段階と；
を備えることを特徴とする、口腔健康管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は口腔健康管理方法およびシステムに関するものであり、詳しくは使用者の歯磨
き習慣行動データをオンラインで収集し分析することで使用者に適した正しい歯磨き習慣
を身に付けられるようにガイドし、適合した口腔健康関連情報が提供できる口腔健康管理
方法およびシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　政府は国民の口腔健康の増進をはかるために口腔保健法などを制定し、タバコなどに健
康増進負担金を与え基金を造成して口腔健康管理および研究費用などに使っている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、今までの口腔健康事業は口腔保健に関する調査研究および教育事業、水道のフ
ッ素化事業、学校の口腔保健事業、事業場の口腔保険事業、老人障害者の口腔保健事業、
妊婦および幼児の口腔保健事業などは主にオフライン上で行われるため長い時間と人員に
より進められているが、多くの資金を投資したわりには効率は劣るという問題があった。
【０００４】
　また口腔健康関連データは進行する事業よりそれぞれ作成されるため総合的な口腔健康
関連データのデータベース化が容易ではなかった。
【０００５】
　また通常的にオフラインでのデータ収集はアンケート調査を通じて行われるためアンケ
ート応答者の参与度によって誤差が存在することから正確なデータ分析が困難であり、デ
ータの信頼度が低いという問題があった。
【０００６】
　また口腔健康関連の広報物や資料が平均的なレベルで製作され、配布されるので大雑把
な情報価値はあるけれども、個人の口腔健康に適した情報やコンテンツへの接近は容易で
はなかった。
【０００７】
　また時間と費用問題のため歯痛を起こす前は歯科へ行かないため、実質的には周期的に
歯科医者から診断と治療を受ける人は少ないので効果的な口腔疾病に対する予防は難しい
。
【０００８】
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　したがって口腔保健のために体系的で信頼できるデータ収集と正確な分析を通して口腔
保健データベース構築のためのシステムの出現が求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の目的は上記のような従来の技術的問題を解決するために正しい歯磨きを双方向
式に学習させるための歯磨き矯正用マルチメディア・コンテンツを実時間で提供できる口
腔健康管理方法およびシステムを提供するためである。
【００１０】
　本発明のもう一つの目的は歯磨きしている間、使用者の関心度の高いマルチメディアを
提供することで歯磨き時間を自然に長く維持できる口腔健康管理方法およびシステムを提
供することである。
【００１１】
　本発明のもう一つの目的は正しくない歯磨きをすると悪い歯磨き習慣による悪影響の資
料画面を実時間で提供し、正しい歯磨き習慣がとても大事であることを認識させ順応度を
向上できる口腔健康管理方法およびシステムを提供することである。
【００１２】
　本発明のもう一つの目的は使用者の日常歯磨き習慣を分析した結果をデータベース化し
て個人の生涯の歯の健康状態をモニタリングできる口腔健康管理方法およびシステムを提
供することである。
【００１３】
　本発明のもう一つの目的は使用者からモニタリングされた歯磨き習慣と口腔健康状態を
オンラインで繋がっている口腔管理センターへ実時間で転送し、このデータに基づいて遠
隔で口腔健康相談が可能な口腔健康管理方法およびシステムを提供することである。
【００１４】
　本発明のもう一つの目的は使用者の歯磨き習慣による歯科診療が要求されると診療予約
ができる口腔健康管理方法およびシステムを提供することである。
【００１５】
　本発明のもう一つの目的は使用者の歯磨き習慣による歯牙衛生機器の交替時期を判断し
、歯牙衛生機器の購入が可能な口腔健康管理方法およびシステムを提供することである。
【００１６】
　本発明のもう一つの目的は使用者の歯磨き習慣による順応度より保険料率の変動が案内
できる口腔健康管理方法およびシステムを提供することである。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明では実時間で歯磨きパターンを分析し、歯科診療の必要可否を自動的に知らせ、
オンラインで予約ができる。
【００１８】
　また歯科医師の場合、患者の歯磨きパターンが分かりやすくなるので患者の歯痛の原因
および歯磨きパターンを修正することで治療が増進され、予防にも役に立つ。
【００１９】
　本願発明による口腔保健増進システムを用いる場合、使用者の歯磨きパターンの矯正に
適した実時間または遠隔フィードバックが可能であり、使用者の行動矯正の効果が高まり
、使用者の累積されたデータを分析し使用者個人に合った矯正方法を遠隔でフィードバッ
クできるので矯正機能が向上できる。
【００２０】
　また子供に対しては興味を持たせ、正しい歯磨き習慣を身に付けられ、成人に対しては
歯磨きパターンを分析し、これに対する実時間フィードバックまたは遠隔フィードバック
で正しい歯磨き習慣に直し、歯磨き習慣によって歯ブラシの毛先の交換時期と保険料率を
算出し、知らせてくれるので歯ブラシ販売および製造業者および保険会社との連動管理が
可能であり、口腔保健事業の効率化が再考でき、同時に歯科医者の新たな収入源として活
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用できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　上記の目的を成し遂げるため、本発明の口腔健康管理方法ではマルチメディア歯磨き矯
正プログラムを提供する。マルチメディア歯磨き矯正プログラムは使用者が歯磨き矯正歯
ブラシを用いて歯磨きするたびに歯磨きパターンデータを受信し、受信だれた歯磨きパタ
ーンデータを使用者歯磨きパターンデータベースに記録する。そして使用者の個人情報を
参照して上記の記録された歯磨きパターンデータを分析し、分析結果より使用者の順応度
を判断する。順応度判断に応答し、歯磨き矯正マルチメディア・コンテンツを選び、選ば
れた歯磨き矯正マルチメディア・コンテンツを使用者に提供する。
【００２２】
　このような使用者の歯磨き習慣に応答して歯磨き矯正マルチメディア・コンテンツをフ
ィードバックし、使用者の歯磨き習慣の順応程度を評価して歯磨き習慣が矯正できるよう
に導く。
【００２３】
　本発明の歯磨きパターンデータは歯磨き時刻、時間、回数、角度、パターンおよび部位
別歯磨き時間のうち少なくとも一つ以上を含む。ここで分析部位は下側の前歯部位、下左
側の奥歯部位、下右側の奥歯部位、上側の前歯部位、上左側の奥歯部位および上右側の奥
歯部位などを含む。より具体的な分析のために奥歯部位は内側、外側、底面などで細分化
し、歯磨きパターンを分析するのが望ましい。
【００２４】
　本発明で使用者の個人情報は歯磨き習慣の生涯管理のために年齢、性別、住所、職業、
日程、個人病歴および歯の診療状況などを含む。
【００２５】
　本発明の歯磨き矯正および診療予約方法は使用者が歯磨き矯正用歯ブラシを使用し、マ
ルチメディア歯磨き矯正プログラムに従って歯磨きするたびに歯磨きパターンデータを受
信し、受信された歯磨きパターンデータを使用者の歯磨きパターンデータベースに記録し
、使用者の個人情報を参照して記録された歯磨きパターンデータを分析し、分析した結果
から使用者の歯科診療が必要であるかを判断した後、歯科診療が必要なら診療病院および
予約可能時間情報を使用者に提供し、提供情報に応答して使用者が選んだ病院および診療
予約時間に使用者の診療予約を行うことを特徴とする。
【００２６】
　本発明の歯磨き矯正および歯牙衛生機器交換方法は使用者が歯磨き矯正歯ブラシを用い
てマルチメディア歯磨き矯正プログラムに従って歯磨きするたびに歯磨きパターンデータ
を受信し、受信された歯磨きパターンデータを使用者の歯磨きパターンデータベースに記
録し、使用者の個人情報を参照して歯磨きパターンデータを分析し、分析結果より使用者
の歯牙衛生機器の交換時期を判断して、歯牙衛生機器の交換時期であると判断した場合、
使用者に適した歯牙衛生機器の製品情報を提供し、提供された製品のうち使用者が選んだ
歯牙衛生機器の購入を行うことを特徴とする。また使用者の歯磨きパターンデータなどと
衛生機器の製品情報との関連性を考え、使用者の歯磨き習慣に適合または使用者の歯磨き
習慣矯正に必要または適合した衛生機器を選び、使用者に推薦することを特徴とする。
【００２７】
　本発明の歯磨き矯正および保険管理方法は使用者が歯磨き矯正用歯ブラシを使い、マル
チメディア歯磨き矯正プログラムに従って歯磨きするたびに歯磨きパターンデータを受信
し、受信された歯磨きパターンデータを使用者の歯磨きパターンデータベースに記録し、
使用者の個人情報を参照して上記の記録された歯磨きパターンデータを分析し、分析結果
から使用者の保険料率の上昇可能性を判断し、保険料率の上昇が予測された場合、使用者
に警告を出し、警告以後、順応度に応答して保険料率を算出し、算出された保険料率を使
用者に提供することを特徴とする。
【００２８】
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　以下は図面を参照しながら本発明を詳細に説明していく。
【００２９】
　本発明の口腔健康管理システムは、基本的に使用者システムから歯磨きパターンデータ
を実時間で受信し、受信したデータを分析して使用者の歯磨き習慣の順応度に応じて順応
度を高められるような歯磨き習慣矯正のためにマルチメディア・コンテンツを使用者シス
テムに提供する。
【００３０】
　このように基本的な歯磨き習慣矯正プログラムと結合し、三つの応用プログラム、すな
わち口腔診療予約プログラム、歯牙衛生機器交換管理プログラム、口腔健康保険管理プロ
グラムなどを次のように行う。
【００３１】
１．歯磨き矯正および口腔診療予約システム
【００３２】
　図１は本発明による歯磨き矯正おおよび口腔診療予約システムを示す。
【００３３】
　図１を参照するとシステム１００は顧客または使用者システム２００から歯磨きパター
ンデータを実時間で受信し、このデータを分析して個人化されたフィードバックデータを
使用者および保護者２１０に提供する。ここで顧客または使用者システム２００は本出願
人が前出した韓国特許出願第２００５－０１０８８３０号および韓国特許出願第２００５
－００５３２６７号に記載されている歯磨き習慣矯正システムの歯磨きパターン分析矯正
装置およびスマートバスを含む。スマートバスはスマートミラーを含み、スマートミラー
を通じて使用者に提供される歯磨き矯正マルチメディア・コンテンツが表示される。また
システム１００は医療機関システム３００から診療記録データを受信し、医療機関システ
ム（３００）に予約データを転送する。医療機関システム３００はインターネットを通じ
て接続する医療機関のコンピュータシステムまたは会員加入されている病院のコンピュー
タシステムで構成され、システム１００と交信するための応用プログラムが設置される。
医療機関システム３００は診療記録データベースと予約データベースなどを含む。医療機
関システム３００は病院診療時間、予約状況などのデータを実時間でシステム１００にア
ップロードし、診療予約データをダウンロードする。
【００３４】
　システム１００は歯磨きパターン分析部１１０、個人別フィードバック生成部１２０お
よびデータベース部１４０を含む。データベース部１４０は歯磨き案内画面データベース
サーバー１４１、使用者の歯磨きパターンデータベースサーバー１４３、生涯周期別歯磨
き方法データベースサーバー１４５、個人プロファイルデータベースサーバー１４７、医
療機関プロファイルデータベースサーバー１４９を含む。
【００３５】
　歯磨き案内画面データベースサーバー１４１は歯磨き案内用マルチメディア・コンテン
ツとして構築される。コンテンツは歯の各部位別および年齢別案内画面データ、生涯周期
別歯牙管理案内画面データ、歯牙臨床事例の画面および他の歯牙関連マルチメディアデー
タなどを含む。
【００３６】
　図２は歯を各部位別に示す。歯の各部位は下側の前歯部位、下左側の奥歯部位、下右側
の奥歯部位、上側の前歯部位、上左側の奥歯部位および上右側の奥歯部位の六つの部位で
区分するのが望ましい。上下前歯部位はまた外側部位と内側部位で細分化され、左右側の
上下奥歯はまた外側部位、内側部位および底面と細分化される。
【００３７】
　使用者の歯磨きパターンデータベースサーバー１４３は、使用者の歯磨き時刻、時間、
回数、角度、強度、パターン、評価点数、部位別歯磨き時間などのデータを蓄え管理する
。これらのデータは使用者システム２００に備えられている歯磨きパターン分析矯正歯ブ
ラシより獲得できる。
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【００３８】
　生涯周期別歯磨き方法データベースサーバー１４５は、各年齢別平均歯牙生成程度およ
び形によって進められる適切な歯磨き方法関連データおよび補綴物着用およびインプラン
トなど歯科治療を受けた歯牙の状態によって適切な歯磨き方法に関するデータを蓄えて管
理する。
【００３９】
　個人プロファイルデータベースサーバー１４７は、使用者の名前、年齢、住所、職業、
個人病歴、歯牙診療状況、次の訪問日程などのデータを蓄えて管理する。
【００４０】
　医療機関プロファイルデータベースサーバー１４９は、病院名、病院診療時間、病院の
位置、治療費用、病院紹介、顧客評点、予約状況などのデータを蓄えて管理する。
【００４１】
　歯磨きパターン分析部１１０は、使用者のシステム２００から実時間または周期的に提
供される使用者の歯磨き状態データを分析し、各部位別に歯磨きパターンを分析し、分析
結果を評価して歯磨きパターンデータベースサーバー１４３に提供する。
【００４２】
　個人別フィードバックデータ生成部１２０は、分析された使用者の歯磨きパターンに応
じて使用者の年齢および生涯周期別歯磨き方法データベースサーバー１４５などを参照し
、フィードバックデータ（歯磨き習慣矯正マルチメディア・コンテンツを含む）を生成す
る。
【００４３】
　子供の場合、歯磨き評価点数、警告音、案内コメント、メロディーまたは音楽、アニメ
などをフィードバックするかまたは周期的に案内コメントなどを回別、日別、週別、月別
、分期別にフィードバックする。また、同時に子供の保護者にはモニタリンク用フィード
バックデータが提供される。モニタリング用フィードバックデータは子供の歯磨き習慣を
矯正するために保護者の役割およびガイド方法などを案内するデータや歯科診療案内など
のデータが含まれる。学生の場合、関連学校や機関などにフィードバックし、歯磨きガイ
ドのためのデータが提供される。
【００４４】
　フィードバックデータは週間測定および分析データ、歯磨き生活習慣の分析データ、月
間測定および分析データ、月間評価および勧告事項データ、分期測定および分析データ、
分期別歯磨き習慣傾向データなどを含む。
【００４５】
　図３は月間フィードバックデータの一例を示す。
【００４６】
　図３を参照すると、使用者の書面的な事項、平均点数、傾向、歯磨き習慣、歯磨き強度
、歯磨き方法、部位別歯磨きパターン分析データおよび案内データを含む。
【００４７】
　案内データは、歯磨き習慣の改善程度と歯科診療の可否、予約案内などの情報を含む。
【００４８】
　図４は本発明による歯磨き矯正および口腔診療予約システムの動作を説明するため一例
をフローチャートで示す。
【００４９】
　図４を参照すると、システム１００は歯磨きパターンデータを受信すると、これを歯磨
きパターンデータベースサーバー１４３を通じてデータベースに蓄え（Ｓ１００）、歯磨
きパターン分析部１１０より歯磨きパターンを分析する（Ｓ１０２）。Ｓ１０２段階で分
析された結果を個人別フィードバック生成部１２０に提供する。個人別フィードバック生
成部１２０では日々のフィードバックデータを作成しながら分析結果より医者の治療が必
要であるかを判断する（Ｓ１０４）。Ｓ１０４段階で医者の治療が必要であると判断した
ならば、図３の日々のフィードバックデータを使用者に伝達する。使用者が予約を希望す
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る場合、クリックすれば医療機関プロファイルデータベースサーバー１４９から使用者が
利用可能な病院情報案内データが提供される（Ｓ１０６）。病院を選択すると（Ｓ１０８
）、選択された病院の診療時間および予約可能時間案内データを提供する（Ｓ１１０）。
使用者が予約時間を選択すると（Ｓ１１２）選択された病院に該当予約時間情報を伝達し
、予約処理を行う（Ｓ１１４）。システム１００は、病院システム３００から予約完了信
号を受信すると、使用者に予約完了案内を行う（Ｓ１１６）。
【００５０】
　Ｓ１０４段階での分析結果より、医者の診療が要らない場合には、一般的な日々のフィ
ードバックデータを提供し（Ｓ１１８）、終了でなければ（Ｓ２１０）、Ｓ１００段階を
繰り返して行う。Ｓ１２０段階で終了すると、システム１００は終了できる。
【００５１】
２．歯磨き矯正および歯ブラシ交換時期案内システム
【００５２】
　図５は本発明による歯磨き矯正および歯ブラシ交換時期案内システムを示す。図５のシ
ステム４００は上述の予約システム１００と比べて医療機関システム３００の代わりに衛
生機器、例えば歯ブラシの交替時期を案内するために歯牙衛生機器製造・販売システム５
００と連結されている点が異なる。
【００５３】
　歯牙衛生機器製造・販売会社システム５００は、会員が加入し、インターネット網を通
じて接続する歯牙衛生機器製造・販売コンピュータシステムで構成され、システム４００
と交信するための応用プログラムが設置される。歯牙衛生機器製造・販売システム５００
は歯牙衛生機器の歯ブラシの形態、強度、使用年齢、交換周期、外見、サイズなどの製品
データと値段、製造年月、製造会社などのデータが蓄えられたデータベースを含む。
【００５４】
　図５を参照すると、システム４００は衛生機器と歯牙衛生状態との相関分析部１３０を
さらに備え、データベース部１４０は歯牙衛生機器データベースサーバー１４８をさらに
含む。他の部分は上記の予約システムと同じなので同一符号として処理し、具体的な説明
は省略する。
【００５５】
　歯牙衛生機器データベースサーバー１４８は各衛生器具、例えば歯ブラシの購入時期、
サイズ、値段、特徴、歯ブラシの強度、適正使用年齢、交換周期、歯ブラシの毛先の形な
どのデータを実時間でアップロードし、蓄えて管理する。またデータベース部１４０は収
集された使用者のデータを定量または定性分析し、年齢別、性別、年度別、地域別に歯牙
衛生機器の消耗状態の分析データを製造・販売業者に提供する。提供された分析データは
歯牙衛生機器の生産量調節、在庫管理、販売戦略などに反映できる。また歯ブラシの毛先
の磨耗状態、年齢別磨耗状態、性別磨耗状態などの分析データを製造・販売業者に提供で
きる。提供されたデータは使用者の年齢別、性別に適合した歯ブラシの毛先の製作に反映
できる。
【００５６】
　衛生機器と歯牙衛生状態との相関分析部１３０は使用者歯磨きパターンデータベース、
生涯周期別歯磨き方法データベース、使用者個人プロファイルデータベースなどに蓄えら
れた使用者の歯磨き習慣および行動パターンを分析し、購入時期から歯ブラシ交換時期を
算出し、算出されたデータを交換周期データとして歯牙衛生機器データベースへ蓄える。
【００５７】
　交換時期の判断は歯磨き強度、歯磨き回数、効用歯磨き時間、総累積時間などのデータ
を参照して算出する。総累積時間は基本的に三ヶ月とし、使用者が歯ブラシの毛先を交換
した時点からの使用時間の累積値を計算し、算出する。
【００５８】
　標準交換時間は総累積歯磨き時間を８１０分（３分・３回・３０日・３ヶ月）として算
出する。使用者の歯磨き強度が標準以上である場合、標準と比べ７０～９０％と交換時間
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を短縮して算出する。逆に歯磨き強度が標準強度より弱い場合、標準値より１１０～１３
０％と交換時間を延ばして算出する。
【００５９】
　歯ブラシの毛先の交換時期に関するデータが積もり重なると使用者の平均交換時期が回
帰的に計算でき、この平均交換時期から測定されるたびに歯磨き強度を加減して使用者に
最も適合した歯ブラシ交換時期が算出できる。
【００６０】
　個人別フィードバックデータ生成部１２０では算出された歯ブラシ交換時期を使用者お
よび製造業者にフィードバックし、歯ブラシの交換時期を知らせる。この際、使用者の歯
磨き習慣および行動パターンに応答して使用者に適合した歯ブラシの紹介および製造業者
などを知らせる。使用者が提供された情報に応答し製品購入の意思を示すと該当製造業者
システム５００へ購入情報を伝達し、商品購入処理を行う。
【００６１】
　図６は本発明による歯磨き矯正および歯ブラシ交換時期システムの動作を説明するため
に一例のフローチャートを示す。
【００６２】
　図６を参照すると、システム４００は歯磨きパターンデータが受信されるとこれを歯磨
きパターンデータベースサーバー１４３を通じてデータベースへ蓄え（Ｓ２００）、歯磨
きパターン分析部１１０から歯磨きパターンを通じて、例えば歯磨き強度、歯磨き回数、
歯磨き時間、総累積時間、順応度などを分析する。Ｓ２００段階で分析された結果を衛生
機器と歯牙衛生状態との相関分析部１３０に提供する。衛生機器と歯牙衛生状態との相関
分析部１３０では分析された歯磨きパターン結果に応答して歯ブラシの毛先の交換時期を
分析する（Ｓ２０２）。Ｓ２０２段階での分析結果により、歯ブラシの毛先の交換時期で
あると判断されると、個人別フィードバック生成部１２０に交換時期であることを知らせ
る（Ｓ２０４）。Ｓ２０４段階で交換時期であると判断されると、個人別フィードバック
生成部１２０では日々のフィードバックデータと歯牙衛生機器データベースから取得した
製品情報案内データを使用者に伝達する（Ｓ２０６）。付け加えると、使用者に最も適合
した歯ブラシの毛先に関する情報も一緒に提供できる。使用者が得られた情報を参考し製
品を選ぶと（Ｓ２０８）、選択された製品の選択データを衛生機器製造会社システム５０
０に提供し、購買処理を行う（Ｓ２１０）。製造会社システム５００から購買完了信号が
受信されると使用者に購買完了案内をする（Ｓ２１２）。購入完了の案内の時、購買され
た歯ブラシの毛先の特徴と使用者の歯磨き行動による正しい歯磨き方法などを案内する。
【００６３】
　Ｓ２０４段階での分析結果より、交換時期でなければ、一般的な日々のフィードバック
データを提供し（Ｓ２１４）、終了しないなら（Ｓ２１６）、Ｓ２００段階を繰り返す。
Ｓ２１６段階で終わらせるなら、システム４００を終了する。
【００６４】
３．歯磨き矯正および保健管理システム
【００６５】
　図７は本発明による歯磨き矯正および保健管理システムを示す。図７のシステム６００
は上記の予約システム１００と比べて、医療機関システム３００の代わりに歯磨き習慣の
順応度より使用者の保険料率を管理するために保険システム７００と連結されている点が
異なる。
【００６６】
　図７を参照するとシステム６００はさらに順応度および保険料率計算部１５０を備え、
データベース部１４０は保険商品条件データベースサーバー１４６をさらに含む。他の部
分は上記のシステム４００と同一なので同一部号で処理し、具体的な説明は省略する。
【００６７】
　このシステムは使用者の歯磨き習慣より保険料の変動状態をフィードバックすることで
使用者を正しい歯磨き習慣に導き、正確な保険料算出をするためのものである。
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【００６８】
　口腔保険料は事前に決定された勧奨（標準）基準から歯磨きパターン、歯牙関連処方お
よび歯牙内部構造変更などの使用者の変動情報と関連して調整、設定される。
【００６９】
　保険商品条件データベースサーバー１４６は歯牙関連保険商品、保険料率、歯牙関連保
険料割増・割引因子、歯科診療の回数などのデータを蓄えて管理する。
【００７０】
　ここで歯牙関連の保険料割増および割引因子として次のような要素を含む。
【００７１】
１．使用者の歯磨きデータ
　使用者の総加入期間（データ転送期間）
　不良・良好歯磨きパターンの回数／一回当たり
　不良・良好歯磨き時間／一回当たり
　歯磨き強度
　歯磨き速度
　歯磨き時間
　平均一日歯磨き回数（週間、月間、分期間）
　平均歯磨き時間、歯磨き点数（スコアリング）
　週間／月間データ転送率
　日付
　使用した歯ブラシの毛先の種類
　歯磨き位置
【００７２】
２．使用者個人および環境情報
　使用者の書誌事項（年齢、性別など）
　同居者
　同居者の歯の状態
　使用者の診療診察および治療情報（処方）
　使用者の歯科疾患関連の直接・間接病歴
　使用者の歯の状態
【００７３】
３．歯ブラシの毛先
　勧奨製品の使用可否
　正しい交換周期の遵守可否
【００７４】
　このような要素を分析して割増・割引を判断するために次のような割増・割引評価項目
を算出する。
【００７５】
１．割増
　平均一日歯磨き回数１回以下
　一日歯磨き回数６回以上
　平均歯磨き時間３０秒以下
　データ転送比率５０％以下、
　１回歯磨きのうち、不良歯磨きパターン比率：５０％以上
【００７６】
２．割引
　データ転送率９０％以上
　平均歯磨き点数９０％以上
　平均１回歯磨き点数９０点以上
　平均歯磨き時間３分以上
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【００７７】
　保険等級の利用と割引および割増は少々重なる部分がある。実際は歯磨きパターンデー
タが収集、分析されるまでは使用者情報から保険等級を決めるか、割増または割引に使わ
れるか決定できない。本発明を用いると使用者が歯磨きパターンを正確に理解でき、保険
金額に基づく実際の使用ができ、等級の間違い防止および等級の細分化が可能であり、個
人使用者が直接コントロール可能な保険金額が決められる。
【００７８】
　順応度および保険料率の計算部１５０は使用者の歯磨きパターンデータベース、生涯周
期別歯磨き方法データベース、使用者個人プロファイルデータベースなどに蓄えられた使
用者の歯磨きデータを持ち込み、上記の評価項目を参照して歯磨き矯正順応度を算出し、
一定時間の間、順応度を評価することで保険料率の変動を算出し、その結果によって保険
料率などを算出する。
【００７９】
　個人別フィードバックデータ生成部１２０では算出された順応度および保険料率の変動
が可能であると算出されると使用者に警告および案内コメントをフィードバックすること
で保険料率が上がらないよう注意を要する歯磨き案内データをフィードバックし、一定時
間の間、累積されたデータから保険料率を算出し、周期的に使用者に保険料率を知らせる
。このように使用者にフィードバックされる保険料率の変動案内は、使用者の歯磨き習慣
を、保険料率を下げる方向に誘導するために寄与できる。またこのシステムおよび方法は
保険と類似した概念の形で、医療生活共同組合の運営方式にも適用でき、使用者の月会費
を使用者の行動パターン順応度によって増減維持できることを含むシステムと方法である
。
【００８０】
　図８は本発明による歯磨き矯正および保険管理システムの動作を説明するための一例を
フローチャートで示す。
【００８１】
　図７および図８を参照すると、システム６００は歯磨きパターンデータが受信されると
、これを歯磨きパターンデータベースサーバー１４３を通じてデータベースへ蓄え（Ｓ３
００）、歯磨きパターン分析部１１０を介して歯磨きパターンを分析する。Ｓ３００段階
では分析された累積結果を順応度および保険料率計算部１５０に提供する。順応度および
保険料率計算部１５０では累積されたデータを分析し（Ｓ３０２）、順応度および保険料
変動を算出する。その結果に応答して保険料率の上昇可能性をチェックする（Ｓ３０４）
。Ｓ３０４段階でのチェック結果から保険料率の上昇可能性が高いと判断されると、すな
わち上述の保険料の割増の原因がチェックされると、個人別フィードバック生成部１２０
にこの判断結果を提供し、個人別フィードバック生成部１２０では日々のフィードバック
データとともに保険料率の上昇可能性のあることを警告または案内コメントを出す（Ｓ３
０６）。保険料率を計算するための決められた時間であるかをチェックし（Ｓ３０８）、
決められた時間ならば、順応度に応答して保険料率を算出する（Ｓ３１０）。算出された
保険料率を使用者に提供し案内する（Ｓ３１２）。
【００８２】
　Ｓ３０４段階での分析結果から、保険料率の上昇可能性がなければ、一般フィードバッ
クデータを提供し（Ｓ３１４）、Ｓ３１６段階で終了しなければＳ３００段階を繰り返す
。Ｓ３１６段階で終わるならシステム６００を終了させる。
【００８３】
　このような本発明の理解のために数々の模範的な実施例が説明され、添付された図面に
図で示してあるが、このような実施例はたは広い発明を例として示し、これを制限しては
いないことを理解し、本発明は図示、説明された構造と配列で制限しないことを理解する
べきである。これは多様な修正が当分野の通常の知識を持つ者より起きうるためである。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
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【図１】本発明による歯磨き矯正および口腔診療予約システムを示す。
【図２】歯を各部位別に示す。
【図３】月間フィードバックデータの一例を示す。
【図４】本発明による歯磨き矯正および口腔診療予約システムの動作を説明するための一
例をフローチャートで示す。
【図５】本発明による歯磨き矯正および歯ブラシ交替時期案内システムを示す。
【図６】本発明による歯磨き矯正および歯ブラシ交替時期システムの動作を説明するため
の一例をフローチャートで示す。
【図７】本発明による歯磨き矯正および保険管理システムを示す。
【図８】本発明による歯磨き矯正および保険管理システムの動作を説明するための一例を
フローチャートで示す。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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